
           新技術調査表（１） 登録番号 1301013 

名  称 ドリリングプレス工法 
作成年月日 2014年1月8日 

更新年月日 2024年5月1日 

 副  題 鋼管矢板中掘圧入工法（パイラー式） 開発年月日 2002年9月1日 

 
 
 分  野 

① 共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

一般機械 

（基礎工事用） 

 

従来工法では作業構台を必要とし、し
かも作業地盤より杭頭が高い位置での
鋼管矢板の打設現場。 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名  成幸利根株式会社 担当部署 事業本部 

担当者名  北崎 誠 ＴＥＬ 03-5645-3232 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名  成幸利根株式会社 担当部署 事業本部 

担当者名  北崎 誠 〒 103-0012 ＴＥＬ 03-5645-3232 

住  所 東京都中央区日本橋堀留町1-2-10 ＦＡＸ 03-5645-3233 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://seikotone.co.jp/work/kokan/kokan_a01 e-mail kitazaki@seikotone.co.jp 

 
 【概 要】 

ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法は、圧入機（ﾊﾟｲﾗｰ式）に懸垂式ｵｰｶﾞｰを組み合わせた中堀圧入工法にすることで、 
硬質地盤での鋼管矢板の圧入が可能となった鋼管矢板中掘圧入工法（ﾊﾟｲﾗｰ式）である。 

 
 【特 徴】 
1、鋼管矢板中堀圧入工法の概要 

 
2、 硬質地盤（最大N値200）に対応できる。 

懸垂式ｵｰｶﾞｰで鋼管矢板の先端を揉み解す事で、圧入機（ﾊﾟｲﾗｰ式）での圧入が可能になり、硬質地盤で
の施工が可能となった。廃土量は、圧入力の小さい三点式中堀工法に対して、先端を揉み解して打込む
ので低減が図れる。 
 

3、 特定建設作業の騒音・振動の規制基準を満足し、作業環境を確保できる。 
 
4、 施工精度の向上が図れる。 

圧入機（ﾊﾟｲﾗｰ式）を、打込んだ杭に固定し、油圧操作で前後左右の微調整が可能で、㎜単位の位
置出し精度での施工ができる。 

 
5、 作業性や安全性の向上が図れる。 

懸垂式ｱｰｽｵｰｶﾞｰを使用する為、任意の位置から施工ができ、 
作業地盤より杭頭が高い位置で施工する場合では作業構台の 
設置・解体が不要となり作業性・安全性の向上が図れる。 
 

6、 工程短縮・ｺｽﾄ低減が図れる。 
作業地盤より杭頭が高い位置で施工する場合では作業構台が 
不要の為、工程短縮・ｺｽﾄ低減が図れる。 

 

写 1 ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法施工状況 



新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：12件 
  国 土 交 通 省：14件 
  その他公共機関：39件 
  民 間：8件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：9件 

 都市整備局： 件 

 港 湾 局：1件 
  

水 道 局：  件 

  下 水 道 局：1 件 

  交 通 局：  件 

  そ の 他：1 件 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：特許第4543070号  ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
② 新技術情報提供システム[NETIS]           ④その他 東京都港湾局港湾整備部 
 （番号：KT-100011-VR 登録年月日：2010/5/7） （登録番号：23014 ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

① 安全・安心  ②環 境 ３ゆとりと福祉  ④コスト縮減・生産性の向上 
 ５公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入   

開発目標 
（選 択） 

①省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ④施工精度向上 ５耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ⑦作業環境の向上 ⑧周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10省資源・省エネルギー ⑪出来ばえの向上 12リサイクル性向上 13その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

従来の材料名・工法名：三点式中堀工法 
 １ 工 程【①短縮（ 25％）２同程度 ３増加（  ％）】（作業構台工程不要   ） 
 ２ 省 人 化【①向上（ 18％）２同程度 ３低下（  ％）】（作業構台不要     ） 
 ３ 経 済 性【①向上（ 16％）２同程度 ３低下（  ％）】（作業構台、大型重機省略） 
 ４ 施工管理【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ５ 安 全 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（高所作業減少     ） 
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（廃土作業の減少） 
 ７ 環 境【①向 上    ２同程度 ３低下          】（騒音振動低減、排土微量） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（油圧機構により微調整可能）
 10  そ の 他（                                  ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ ○暫定 
 
【施工単価等】                       直接工事費（27本/箇所当り） 

比較項目 単 位 
従来工法 新規工法 

効 果 
三点式中堀工法 ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法 

工 程 日/箇所 60 45  25% 
省人化 人/箇所 387 317  18% 

経
済
性 

圧入費（打設費） 円/箇所 25,924,941 36,776,754 -30% 
準備撤去・運搬費 円/箇所 4,904,059 2,162,000  56% 
作業構台設置撤去費 円/箇所 15,520,000 - - 

計 円/箇所 46,349,000 38,938,754  16% 
   設計条件：鋼管矢板φ1200㎜、厚さ25mm、長さ20.5m(1箇所継)、段差8.5m 
         最大N値 50、作業構台面積 676㎡ 
 
 【施工上・使用上の留意点】 

巨礫含有地盤は施工不可（礫径max≒鋼管径÷5）、施工中に出てきた場合はﾊﾝﾏｰｸﾞﾗﾌﾞで撤去 
  段差地盤への施工は8.5m以下、施工ﾔｰﾄﾞは16.6m×25m以上、上空制限40m以下 
  35t低床ﾄﾚｰﾗｰの搬入が可能であること 
  重機の作業半径が遠くなる等による作業構台の設置が必要な場合はｺｽﾄが割高になる場合がある。 
 【参考資料】 

日本鋼管圧入協会「鋼管矢板圧入工標準積算資料」 
騒音規制法（平成23年12月14日法律第33号）、振動規制法（平成23年12月14日法律第122号） 



 
新技術調査表（３） 

 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

1.鋼管矢板中堀圧入工法の概要                           
        表1 三点式中堀工法とﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法の概要比較 

2.硬質地盤（実績：最大N値200）に対応できる。 
（1）ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法の概要（図 1） 

重機でｵｰｶﾞｰ装置を懸垂し、先端に取付けた拡大 
ｵｰｶﾞｰﾍｯﾄﾞで鋼管矢板先端部の硬質地盤を揉み解 

  す事で、先端抵抗を低減させ鋼管矢板の圧入を可 
  能にした。鋼管矢板圧入機は、打込んだ杭に固定 
  することで圧入の反力となる。1本先の鋼管矢板を
  圧入しながら1本ずつ前進自走する。油圧操作で前
  後左右の微調整が可能である。 

 
（2）適用鋼管矢板と圧入力      
      表2 圧入機の仕様   管径＠100㎜ 

 
 

（3）廃土量測定 
1）試験方法：泥土排土ﾎｰｽから出た廃土量を測定 
2）試験箇所及び試験日：稲城市大丸1102での試験施工、平成14年11月19日 
3）試験結果及び評価：廃土量は打設完了時で約1.2㎥であり、三点式の従来工法は100％

の廃土であることから、全掘削量16.76㎥（(0.8-0.016×2)2×3.14÷4×13.9×2）の
約7％と低減できたことを確認した。φ800、ｔ=16、圧入長=13.9m、2本 

3.特定建設作業の騒音・振動の規制基準を満足し、作業環境を確保できる。      
  1）試験方法：施工時の騒音・振動を測定する                                    
   2）試験箇所及び工事件名：中野区本町三丁目、神田川整備工事（その148）         
   3）試験期間及び試験日：株式会社ビッグ、平成21年4月27日                      
    4）基準値：騒音85dB以下（騒音規制法）、振動75dB以下（振動規制法）           
   5）試験結果及び評価：音源から5mの敷地境界の騒音平均80dB(最大84dB)、振動平均 
     56dB(最大59dB)で振動・騒音共に上記基準値内であったことを確認した。 

項目 従来工法：三点式中堀工法 新規工法：ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法 

 
 
 
 

設置状況 

  

使用重機 三点式大型重機 ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 

高所での作業 ﾘｰﾀﾞｰの高所作業が多い 圧入機取り付けた足場での作業 

施工範囲 三点式なので近接作業 懸垂式ｵｰｶﾞｰ使用の為離れた作業可能 

作業構台 必要（当該現場8m×48m+4m×73m） 作業地盤より杭頭が高い位置でも不要 

設備規模 大きい 小さい（16.6m×25m程度） 

廃土量 圧入力500～600KN小さく杭中の廃土必要 先端を揉み解して打込むので廃土不要 

施工精度 ﾘｰﾀﾞｰ式の為不安定 圧入機固定式の油圧式で安定 

適用 
管径 

φ 
㎜ 

600 
～1000 

1000 
～1200 

1200 
～1500 

型式  WP150P PZ-1200 PZ1500 

圧入力 ｋN 900 1,500 2,000 

引抜力 ｋN 1,000 1,600 2,100 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
従来工法では作業構台を必要とする現場 

（河川内、スペースがない高台、高天端施工） 

 

図 1 ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法全体図 

圧入機 
（ﾊﾟｲﾗｰ式） 



新技術調査表（４） 
 
 
4.施工精度の向上が図れる。 
（1）施工管理ｼｽﾃﾑ 

ｼﾞｬｯｷ圧力ﾃﾞｰﾀ及びｵｰｶﾞｰ負荷ﾃﾞｰﾀを元に支持地盤への到達、根入れの確認が出来る。 
  
 
 
 
 
 
      
 

（2）㎜単位の位置出し精度の確認ﾃﾞｰﾀ 
  稲城市大丸谷戸川築造工事での試験施工において、杭頭高さ最大50㎜、杭芯のずれは最大46㎜ 

といずれも基準値以内であったことを確認した。 
  一般社団法人鋼管杭・鋼管矢板技術協会「鋼管杭」の杭の打ち込み精度管理値は杭芯のずれが 

D/4且つ10㎝であり、伸栄基準では±50㎜を採用しており品質が向上する。 
 
（3）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示器装着 

   圧入機にﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示器が装着されているのでｵﾍﾟﾚｰﾀ他作業者が圧入力、引抜力、前後左右の  
傾斜角度を常時確認できるもので微調整や地盤の変化をﾀｲﾑﾘｰに察知できる。 

 
 
 
 5.作業性や安全性の向上が図れる 
 （1）N値200以上での施工例（図4） 
   ：茨城県土木部道路建設課 

国補道橋改梁下部（Ｐ1）橋梁工事  
    大規模な作業構台を必要とする鋼管矢板井筒基礎 
    の鋼管矢板打設も自走できる圧入機の使用によって 
    作業構台の規模が縮減できた。 
    三点式杭打機では不可能な最大N値が200の地盤への 
    圧入がﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法で低振動・低騒音の施工が 

できた。 
 
 （2）段差8.5mでの施工例（図5） 

：北多摩南部建設事務所 
街路築造工事に伴う道路構造物設置工事 
法面の上部に神社があり、新設道路が前面に 
計画され土留擁壁として鋼管矢板を打設する 
現場です。鋼管矢板天端は地盤より8.5m高い 
位置となるため三点式中堀工法では重機と 
鋼管矢板天端の高さを揃えるため作業構台が 

    必要となった。圧入機と重機の作業高さに差が 
有っても施工可能なﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｽ工法が採用され 
作業構台の設置撤去工程及び作業構台費用が 
縮減できた。低振動・低騒音の施工により神社へ 
の影響も最小限にできた。 

 
 （3）上空制限40mでの施工例（図5） 

：北多摩南部建設事務所 
街路築造工事に伴う道路構造物設置工事 
φ1200㎜ t25㎜ 杭長20.5m（11.0m+9.5m） 
段差8.5m+継杭長11m+ｵｰｶﾞｰ装置16m+吊り代4m≒40m 
 

 （4）施工ﾔｰﾄﾞ16.6m×25mでの施工例（図6） 
：北多摩南部建設事務所 

街路築造工事に伴う道路構造物設置工事 

 
図 6 施工ﾔｰﾄﾞ配置図 

図 2 計測時の 
圧入力、傾斜

角、深度の画面

例 

計測深度 

図 4 井筒鋼管矢板基礎 
Nmax200 

図 5 段差施工（鋼管矢板自立擁

8.5m 

 
40m 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの N 値 

計測圧入力値 

計測傾斜角 

図 3 計測結果の 
グラフ化例 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

下水道局 

 

建設局 

 

建設局 

港湾局 

 

建設局 

 

建設局 

建設局  

 

建設局 

建設局 

 

 

南多摩東部建設事務所 

 

第三建設事務所   

東京港建設事務所 

 

北多摩南部建設事務所 

 

第三建設事務所 

北多摩南部建設事務所 

 

第三建設事務所 

第四建設事務所 

中川建設発生土 

改良プラント再構築工事 

市道付替に伴う擁壁工事 

(31南東-玉川学園) 

神田川整備工（その148-2） 

浜前水門（改良） 

地盤改良及びその他工事 

街路築造工事に伴う道路構

造物設置工事 

神田川整備工事（その148） 

石神井川整備工事（北その4） 

 

神田川整備工事（その147） 

石神井川整備工事（141） 

2023/7/21～8/30 

 

2020/10/9～12/5 
  

2010/3/26～8/9  
  

2010/2/3～2/18  
     

2009/6/2～9/8  
  

2008/12/16～   
2009/6/17 

2008/3/8～    
2009/3/20 

2008/3/1～5/31 

2007/8/1～10/31 

 

 

 

 

 

4003081640 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

横浜市道路局建設部橋梁課 

千葉県銚子土木事務所 

 

神奈川県 

横浜川崎治水事務所 

さいたま市大和田 

特定土地区画整理組合 

川崎市 

 

国土交通省関東地方整備局 

江戸川河川事務所 

 

港区役所 

 

国土交通省北陸地方整備局 

金沢河川国道事務所 

鶴見川自立式護岸工事 

名洗港海岸高潮対策工事 

 

掘割川令和元年度 

河川再生工事（公共）2-1 

大和田特定土地区画整理 

事業雨水調整池築造工事 

五反田川放水路施設 

整備工事 

Ｈ27行徳橋下部 

（P3・P4）工事 

 

夕凪橋架替工事 

（護岸整備） 

梯川天神低水護岸工事 

2022/2/23～3/22 

2020/11/20～ 

2021/12/14 

2019/9/19～ 

2020/9/3 

2020/1/7～3/24 

 

2017/9/12～ 

2018/3/24 

2017/1/31～5/2 

 

 

2014/10/20～11/26 

 

2011/12/1～ 

2014/2/28 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

26年度 国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所長表彰を受賞 

 


